
【議題（１）】部活動の地域移行について 
 

１ 諮問要旨 
 

中学校の部活動は、長年にわたり、生徒がスポーツ・文化に親しむ機会を確保し、

自主的・主体的な活動を通じて、責任感・連帯感の涵養や自主性の育成にも寄与し

てきた。また、人間関係の構築、自己肯定感の向上、問題行動の抑制などにもその

意義が込められている。 

国においては、生徒数の減少に伴う部活動の持続可能性という面で厳しさを増し

ていること及び実技経験のない教師が指導せざるを得ない実態があることなどか

ら、まずは、休日の部活動から段階的に地域に移行していくことを基本とする方針

を打ち出している。目標時期は令和７年度末としており、それまでに地域の実情に

応じて地域移行を推進していくこと及び地域におけるスポーツ・文化活動の機会の

確保、生徒の多様なニーズに合った活動機会の充実等にも着実に取り組むことが求

められている。 

本町では、「豊山町生涯学習のまちづくり基本構想・基本計画（第３期）」におい

て、町民や学校、各種団体、地域などと行政が連携・協働して生涯学習を推進する

こととされている。 

ついては、中学校の部活動の地域移行を中心課題として、本町における生涯学習

体系の再編も視野に入れ、生徒の休日におけるスポーツ・文化活動の機会の確保に

ついて諮問する。 
 

２ 国の動向 
 

 中学校の部活動は、令和２（2020）年９月に文部科学省から「学校の働き方改革

を踏まえた部活動改革」が策定され、持続可能な部活動と教師の負担軽減の実現に

向け、令和５（2023）年度以降、休日の部活動の地域移行を段階的に実施すること

が示されている。 

さらに、スポーツ庁の有識者会議は、少子化の進展や教員の長時間労働の問題な

どを背景に、令和７（2025）年度末までに公立中学校の休日の部活動指導の地域移

行を実現すべきとの提言（Ｐ２参照）をまとめた。吹奏楽部などの文化系について

も、文化庁の有識者会議は運動部と同様に地域に委ねていくとの提言をまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

スポーツ庁有識者による「運動部活動の地域移行に関する検討会議」提言案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



３ 豊山町の動向 
 

中学校の部活動は、国の動向に併せて、休日の部活動について地域に移行するこ

とを検討する必要がある。このため、生徒の新たな受け皿の一環として部活動にか

わる「総合型地域スポーツ・文化クラブ」などに段階的に移行することとし、その

ための環境整備を進めていく必要がある。 

また、町内小学校の部活動は、令和３（2021）年度より段階的に縮小し、令和４

年（2022）度末をもって完全廃止されることが決定している。 
 

４ 部活動の現状 
 

中学校の部活動の現状は次表のとおり。（Ｒ３年度末現在） 

①種目：運動系７種目、文化系４種目の計 11 種目を実施  

②人数：525 人 

 

【参考：小学校の部活動の状況（Ｒ３年度末現在）】 

豊山小 
5,6 年 

種目計【４種目】  参加人数計【99 人/127 人中 78％】 活動日数 

運動系【３種目】 サッカー     【27 人】  

週２日（平日） 
バスケットボール 【35 人】 

バトントワリング 【19 人】 

文化系【１種目】 ブラスバンド   【18 人】 

 

新栄小 
5,6 年 

種目計【３種目】  参加人数計【101 人/117 人中 86％】 活動日数 

運動系【２種目】 サッカー     【44 人】 

週３、４日（平日） バスケットボール 【34 人】 

文化系【１種目】 ブラスバンド   【23 人】 

 

志水小 
5,6 年 

種目計【３種目】  参加人数計【68 人/98 人中 69％】 活動日数 

運動系【２種目】 サッカー     【17 人】 

週２日（平日） バスケットボール 【26 人】 

文化系【１種目】 ブラスバンド   【25 人】 

 
 
  

豊山中 

1～3年 

種目計【11 種目】 参加人数計【525 人/540 人中 97％】 

運動系【７種目】 

参加人数計【331人】 

文化系【４種目】 

 参加人数計【194人】 

サッカー     【46人】 野球         【21 人】 吹奏楽   【67 人】 

バスケット（女） 【17 人】 ソフトボール 【24 人】 英語     【11 人】 

バレー（男・女） 【97 人】 テニス       【33 人】 文学     【30 人】 

卓球（男・女）  【93 人】  文化創作 【86 人】 



５ 総合型地域スポーツ・文化クラブ 
 

豊山町の総合型地域スポーツ・文化クラブは、小さな子どもから高齢者まで、い

ろいろなスポーツや文化活動を愛好する人々が、それぞれの志向やレベルに合わせ

て、参加できるクラブである。 

プログラムには主に一般の方が参加する「生涯学習講座（スポーツ教室）」と主

に小学生が参加する「わくわくくらぶ」がある。 

 「部活動の受け皿」としての役割は、総合型地域スポーツ・文化クラブの設置目

的の一つであることから、部活動の地域移行に対応していく新規プログラムを整備

していく必要がある。 

 新規プログラムの整備にあたっては、指導者や活動場所、実施種目等の課題を検

討する必要があるため、生涯学習課の他、学校教育課、小中学校、地域住民の方が

一体となって取組む必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■令和４年度プログラム（全 26 プログラム） 

生涯学習講座（11 プログラム）  わくわくくらぶ（15 プログラム） 

№ プログラム 対象  № プログラム № プログラム 対象 

1 幼児体操教室① 2・3歳児と親  12 陶芸  20 将棋 

小学生

以上 

2 幼児体操教室② 4・5歳児  13 昔のあそび  21 銭太鼓  

3 児童体操教室 小学 1～3年生  14 茶道  22 ソフトボール  

4 
ノルディックウ

ォーク教室 
中学生以上 

 
15 バウンドテニス 23 太鼓 

5 ミニテニス教室 中学生以上  16 チュックボール  24 ソフトテニス  

6 
子ども運動体操

教室 
小学生 

 
17 

ミニソフトバレ

ー  
25 フラダンス 

7 長距離走教室 小学生以上  18 あみもの  26 アレンジフラワー 

8 
ミニソフトバレ

ーボール教室 
小学生と親 

 
19 三味線      

9 
ニュースポーツ

教室 
小学校以上 

      

10 
ユニバーサルス

ポーツ教室 
小学生以上 

      

11 
スラックライン

体験教室 
小学生以上 

      



６ 課題 
 

（１）受け皿の整備 

①総合型地域スポーツ・文化クラブの他、受け皿となる地域団体として体育協

会やスポーツ少年団の活用、また、民間委託等も含め検討が必要 

②休日部活動における部員間のトラブル等については、学校と地域団体のどち

らが責任をもって対応するのか整理が必要 

③生徒の食物・運動誘発アレルギー等の基礎疾患の情報、緊急時の保護者の連

絡先などについて、学校が保有する個人情報を地域団体が取得することが可

能か、整理が必要 

（２）指導者の質・量の確保 

①中学生の発達段階に対応した技術力・生徒指導力を有する外部人材の確保 

②生徒の多様なスポーツ・文化活動を実施するための指導者の確保  

（３）予算の確保 

①外部人材の人件費や休日部活動の運営に要する管理費等の予算確保 

②受益者負担は、平日の部活動は公費負担となる一方、休日部活動に移行した

部のみが受益者負担が生じることなど、不公平感や経済的に困窮する生徒へ

の支援などの対応 

（４）施設の確保 

①学校施設を活用する場合、施設管理者の設定、活動場所の日程調整や施設の

セキュリティ対策など 

②社会教育センターなど学校施設外を活用する場合、児童生徒の安全な移動方

法の確保 

③地域住民の休日における学校施設の利用のニーズは高いため、休日の部活動

の学校施設の優先利用の調整が必要 

（５）大会の在り方 

①休日部活動に教員が従事しなくなれば、これまで教員が培ってきた知識・経

験を生かした地方大会の運営自体が困難となり、全国大会等への選抜ができ

なくなる恐れ 

（６）保険の在り方 

①事故やケガが発生した場合、事故等の対応も含めた指導者数の確保や安全管

理体制の構築が課題 

（７）関連諸制度等の在り方 

①部活動の成績が高校入試の合否判定の資料となる調査書に記載されるなど、

学校の外での活動を含めた評価のあり方を検討 

（８）学校生活の希薄化 

①部活動は学校指導の延長線上であるため、教員と生徒との希薄化の恐れ 

 

 

 



【議題（２）】令和５年度の総合型地域スポーツ・文化クラブの企画・

運営について 
 

１ 趣旨 
  

豊山町総合型地域スポーツ・文化クラブ規約第９条にて、生涯学習推進審議会に

企画・運営方法について諮ることとされている。ついては、今回、来年度の総合型

地域スポーツ・文化クラブのプログラム等について提案する。 
  
２ 令和４年度プログラムの検証 
  

№ プログラム 
定
員 

申込数 
対象 検証結果 

Ｒ４ Ｒ３ Ｒ２ 

１ 

生
涯
学
習
講
座 

幼児体操教室① 
25
組 

4 組 12 組 4 組 
2・3 歳
児と親 

R4 申込数は少ないが R3 に一
定の申込数があるため継続 

２ 幼児体操教室② 
30
人 

11 人 ― ― 
4・5 歳
児 

一定の申込数があるため継続 

３ 児童体操教室 
30
人 

11 人 16 人 中止 
小学 1～
3 年生 

一定の申込数があるため継続 

４ 
ノルディックウ
ォーク教室 

15
人 

15 人 15 人 20 人 
中学生
以上 

申込多数のため継続 

５ ミニテニス教室 
30
人 

11 人 中止 中止 
小学生
以上 

一定の申込数があるため継続 

６ 
子ども運動体操
教室 

50
人 

12 人 中止 中止 小学生 一定の申込数があるため継続 

７ 長距離走教室 
30
人 

23 人 24 人 34 人 
小学生
以上 

申込多数のため継続 

８ 
ミニソフトバレ
ーボール教室 

50
人 

募集
中 

中止 中止 
小学生
と親 

過去２年間中止となっている
ため検証不能→継続 

９ 
ニュースポーツ
教室 

50
人 

募集
中 

23 人 中止 
小学校
以上 

R3 に一定の申込数があるた
め継続 

10 
ユニバーサルス
ポーツ教室 

50
人 

募集
中 

― ― 
小学生
以上 

R4 新設種目のため継続 

11 
スラックライン
体験教室 

15
人 

募集
中 

15 人 ― 
小学生
以上 

R3 に申込多数のため継続 

12 

わ
く
わ
く
く
ら
ぶ 

バウンドテニス  
20
人 

17 人 24 人 18 人 

小学生
以上 

申込多数のため継続 

13 チュックボール  
20
人 

12 人 16 人 7 人 一定の申込数があるため継続 

14 
ミニソフトバレ
ー 

30
人 

27 人 34 人 21 人 申込多数のため継続 

15 陶芸  
12
人 

12 人 11 人 10 人 申込多数のため継続 

16 昔のあそび  
15
人 

15 人 18 人 17 人 申込多数のため継続 

17 茶道 
10
人 

11 人 12 人 16 人 申込多数のため継続 

18 銭太鼓 
15
人 

9 人 8 人 5 人 一定の申込数があるため継続 

19 あみもの  
20
人 

7 人 9 人 6 人 一定の申込数があるため継続 

20 三味線 
10
人 

4 人 5 人 5 人 一定の申込数があるため継続 

21 将棋  
20
人 

7 人 12 人 9 人 一定の申込数があるため継続 

22 太鼓  
15
人 

13 人 22 人 18 人 申込多数のため継続 

23 ソフトボール  
30
人 

7 人 9 人 12 人 
R2 に一定の申込数がある継
続 

24 ソフトテニス  
14
人 

16 人 16 人 12 人 申込多数のため継続 

25 フラダンス  
15
人 

2 人 0 人 ― R3 新規種目のため継続 

26 
アレンジフラワ
ー 

16
人 

10 人 ― ― 一定の申込数があるため継続 



 
令和４年度に実施した２６プログラムを検証した結果、引き続き全２６プログラ

ムを継続して実施する。 
 
また、「わくわくくらぶ」に、小学校部活動「ブラスバンド」に代わる新たなプ

ログラム「（仮）吹奏楽」を追加できないか検討する。 

 

№ プログラム 定員 対象 

１ 

生涯学習講座 
（11 種目） 

幼児体操教室① 25 組 2・3 歳児と親 

２ 幼児体操教室② 30 人 4・5 歳児 

３ 児童体操教室 30 人 小学 1～3年生 

４ ノルディックウォーク教室 15 人 中学生以上 

５ ミニテニス教室 30 人 小学生以上 

６ 子ども運動体操教室 50 人 小学生 

７ 長距離走教室 30 人 小学生以上 

８ ミニソフトバレーボール教室 50 人 小学生と親 

９ ニュースポーツ教室 50 人 小学校以上 

10 ユニバーサルスポーツ教室 50 人 小学生以上 

11 スラックライン体験教室 15 人 小学生以上 

12 

わくわくくらぶ 
（15or16 種目） 

バウンドテニス  20 人 

小学生以上 

13 チュックボール  20 人 

14 ミニソフトバレー 30 人 

15 陶芸  12 人 

16 昔のあそび  15 人 

17 茶道 10 人 

18 銭太鼓 15 人 

19 あみもの  20 人 

20 三味線 10 人 

21 将棋  20 人 

22 太鼓  15 人 

23 ソフトボール  30 人 

24 ソフトテニス  14 人 

25 フラダンス  15 人 

26 アレンジフラワー 16 人 

27 吹奏楽？ ？人 

 

 

 

 

 

  

３ 令和５年度の方針（案） 



【議題（３）】令和３年度豊山町生涯学習のまちづくり実施計画の

報告について 
 

基本目標１ 生涯学習活動の推進  

１ 学ぶ機会の充実  

№ 事業名 事業概要 
新規 
継続 

令和３年度 結果 

１ 

学習ニーズに
対応した学習
プログラムの
提供事業 

町全体での生涯学習活動の推
進を図るため、生涯学習推進
審議会を設置し、運営の支援
を行う。 

継続 
生涯学習推進審議会を３回開催
し、豊山スカイプールの在り方な
どについて提案し意見を求めた。 

生涯学習活動に関する情報を
提供するため、生涯学習情報
誌「生きがいタウン」を年２
回（４月、９月）発行する。 

継続 

４月、９月に「生きがいタウン（前
期・後期）」を発行し、公共施設、
町内スーパー等に設置・配布し
た。 

２ 

生涯学習関係
団体・機関と
の連携による
講座の開設事
業 

町民の自発的な学習意欲を高
めるために、子どもから高齢
者までライフステージにあっ
た生涯学習講座を開催する。 

継続 

新型コロナ感染対策をしつつ予
定通り前期９講座、後期７講座の
計 16 講座を開催することができ
た。 

３ 
生涯学習ボラ
ンティアの養
成事業 

生涯学習ボランティアバンク
の利用促進などにより、学習
した知識や技術を地域活動参
画や社会貢献に活かせるよう
学びの循環作りを行う。 

継続 

ボランティアバンクは、対象者が
「ふれあいひろば」では、毎週土
曜日に活用され成果も高い。一般
利用について利用促進のため広
報への掲載などを行い、活用につ
いて周知に努める。 

  

２ 社会教育施設の整備・充実  

№ 事業名 事業概要 
新規 
継続 

令和３年度 結果 

１ 

社会教育セン
ターの長寿命
化計画に基づ
く改修事業 

社会教育センターとしての機
能を維持していくにあたり、
維持管理の容易性向上や利用
者の満足度向上などを達成す
るため改修工事を行う。 

拡充 

社会教育センター長寿命化計画
に基づき、トイレ、ホール、階段
手摺のバリアフリー化等の改修
工事を行った。 

２ 
社会教育セン
ター管理一般
事業 

社会教育センターの運営にか
かる一般管理事務を行う。 

継続 
新型コロナのため、国や県のガイ
ドラインに沿った対応を徹底し、
事業を継続した。 

３ 
図書室整備運
営事業 

町民の読書への関心と書物へ
の興味を深めるため、読書サ
ークルやボランティア団体に
よるおはなし会、親子読書会
などの事業を推進する。 

継続 

８月に幼児遊戯室のリニューア
ルを行い、親子で気軽に絵本に触
れ合うことのできる空間を作っ
た。 

町民の読書意欲の増進と自己
教育の実現を図るため、図書
資料の収集、整理及び貸出し
等を行う。 

継続 
毎月１００冊前後の新着資料を
購入し、適切に図書室運営を行っ
ている。 

４ 
学習等供用施
設維持管理事
業 

各学習等供用施設（東部、冨
士、新栄）の運営管理を、一
括して地方自治法第２４４条
の２第３項に基づく指定管理
者制度により行う。 

継続 
利用制限を設けるなど新型コロ
ナのための対策を講じながら貸
館業務を実施した。 



基本目標２ 家庭教育支援の充実  

１ 家庭の教育力向上の支援  

№ 事業名 事業概要 
新規 
継続 

令和３年度 結果 

１ 
家族ふれあい
事業 

乳幼児学級、子ども体験講
座、家族ふれあいコンサー
ト、家族芸術劇場等のイベン
トを行い、家族でふれあう機
会を設けるとともに、子育
て、家庭教育の充実を図る。 

継続 

家族芸術劇場など、新型コロナ感
染拡大防止のための対策を講じ
ながら開催した。乳幼児学級は、
子育てに役立つ講演会を行った。
家族ふれあいコンサートは、お子
さんと保護者が一緒になって楽
しめるミニコンサートを提供し
た。 

２ 
家庭教育講演
会事業 

家庭教育の重要性の普及、啓
発を図るため、小中学校の児
童・生徒を持つ保護者を対象
に、家庭・地域での教育力向
上を啓発し、その実践を促進
する講演会、相談事業を開催
する。 

継続 

愛知医科大学教授・三鴨廣繁氏に
よる、新型コロナ感染症（特徴、
感染の仕組み、ワクチン接種のメ
リット、デメリット等）をテーマ
とした講演会を１０月６日に開
催した。 

  

２ 地域の教育力向上への支援  

№ 事業名 事業概要 
新規 
継続 

令和３年度 結果 

１ 
放課後子ども
教室事業 

放課後の子どもの居場所づく
りの一環として、小学校の１
年生から３年生を対象に実施
する。また、令和３年度よ
り、新栄小学校、志水小学校
においても開設している。 

継続 
長年課題であった新栄・志水小学
校の放課後子ども教室を新たに
開設した。 

放課後児童クラブなかよし会
と放課後子ども教室の効果
的・効率的な運用による、放
課後児童の居場所づくりの推
進を図るため調査・研究を行
う。 

継続 

志水学区において両事業の共通
プログラムを１１月１５日に実
施した。また、１２月 1日に放課
後子どもプラン運営委員会を開
催し、両事業の今後の在り方につ
いて提案した。 

  

３ 子どもの豊かな心を育む学習支援  

№ 事業名 事業概要 
新規 
継続 

令和３年度 結果 

１ 
青少年育成団
体活動費助成
事業 

青少年健全育成に寄与する団
体に対し、活動費等の補助を
行う。 

継続 
子ども会とスポーツ少年団に補
助金を交付した。新型コロナのた
め各団体の開催行事は減少した。 

２ 
青少年生活指
導事業 

教育、福祉、防犯等、各関係
団体の連携協力のもと、豊山
町青少年育成会議を設置し、
その参加団体による町内巡回
パトロールを行うとともに、
小中学校の生徒指導推進事業
を支援する。 

継続 

青少年育成会議を書面審議によ
り開催した。また、合同街頭指導
４回、巡回指導を８回実施した。 
小中学校の生徒から標語の募集
を行い、そのうちの代表作品を巡
回指導時の啓発メッセージに活
用することにより啓発の効果を
高めた。 

  



基本目標３ 芸術・文化の充実  

１ 芸術･文化活動の推進  

№ 事業名 事業概要 
新規 
継続 

令和３年度 結果 

１ 

文化振興事
業、お昼のと
きめきコンサ
ートの充実事
業 

コンサート、落語、演劇など
の優れた文化・芸術にふれる
機会を提供するため、文化振
興事業を行う。 

継続 

「とよやま寄席東西落語会」を２
月２０日に実施した。 
新型コロナ感染予防対策として、
申込方法を往復はがきとし、定員
を設け、間隔を空けた指定席とし
た。 

気軽に音楽芸術にふれる機会
を提供するため、クラシック
を中心にしたミニコンサート
を行う。 

継続 

観客間の距離を空ける、定員を設
ける等の新型コロナ対策を講じ
て６月、１２月、３月に開催した。 
昨年度も人気であったジャズコ
ンサートなど工夫を凝らしなが
ら、町民が気軽に文化・芸術をふ
れることができる貴重な機会を
提供することができた。 

２ 
芸術・文化団
体への支援事
業 

文化振興に寄与する団体、文
化活動団体に対し補助を行
う。 

継続 

令和３年８月に地域の活性化や
世代間交流などを目的に活動す
る「豊山ウインドオーケストラ」
が新たに誕生した。 

  

２ 文化財・郷土資料の保存・活用  

№ 事業名 事業概要 
新規 
継続 

令和３年度 結果 

１ 
文化財の保
存・ 
活用事業 

教育委員会の諮問に応じて文
化財の保存及び活用に関する
重要事項について調査審議を
求めるため文化財保護審議会
を開催する。 

継続 

文化財保護審議会は新型コロナ
感染防止の観点から書面開催と
し、令和３年度、４年度の文化財
保護に関する取組や町指定文化
財の「楠」及び「いちい樫」の現
状について委員に意見を求めた。 

町指定文化財の適切な保存管
理を図る所有者・継承団体や
文化財に対する理解、愛護思
想、郷土愛の育成を図るため
の活動団体に対し奨励交付金
及び補助金を交付する。 

継続 

県指定２件（有形２件）、町指定
８件（有形３件、記念物２件、無
形３件）に対し文化財管理奨励交
付金を支給した。また、火災や盗
難に関する呼びかけを行い、文化
財の保存・保護に努めた。 

２ 
郷土資料室の
再生事業 

民具等の郷土資料を収集する
ほか、郷土資料室の整理等を
行う。 

継続 

資料の把握、郷土資料室の現況調
査を行った。また、文化財友の会
の協力による「虫干し」を１０月
に実施した。 

町制施行５０周年を契機に、
豊山町の歴史、民俗などにお
けるこれまでの資料を活かし
ながら、新たに発見した町の
歴史や特徴を活かした展示内
容にリニューアルを目指す。 

拡充 

町制施行 50 周年を契機に、「体
感。昭和レトロ」をテーマにして、
令和４年３月に郷土資料室をリ
ニューアルオープンした。また、
企画展は「なつかしの子ども時代
展」、「戦争の記憶展」を開催した。 

３ 
豊山町史編纂
事業 

令和４年の町制施行５０周年
に向けて町史の編さんを行
う。令和４年３月に刊行予定。 

継続 

平成 30 年度から町の行政史をは
じめとした豊山町史の編さんを
行っていたが、令和３年度末に
「豊山町誌 町制施行 50 年のあ
ゆみ」を刊行することができた。 



基本目標４ スポーツの充実  

１ スポーツに関わる機会の創出  

№ 事業名 事業概要 
新規 
継続 

令和３年度 結果 

１ 
指導者の育成
支援事業 

社会体育・スポーツ振興のた
め、スポーツ推進委員の設置、
活動支援を行う。また、多世
代参加の生涯スポーツの普及
促進、町民が主体となるスポ
ーツ振興活動を支援する。 

継続 
スポーツ推進委員定例会を毎月
初旬に開催し、生涯スポーツ等に
ついて意見を交わした。 

２ 

総合型地域ス
ポーツ・文化
クラブ運営事
業 

「いつでも、どこでも、だれ
でも」スポーツ・文化に親し
み、楽しみ、支える活動に参
画できる環境づくりを目的と
した 豊山町版の「総合型地域
スポーツ・文化クラブ」を令
和３年４月より設置する。 

新規 

「総合型地域スポーツ・文化ク
ラブ」を令和３年４月より開設
した。新型コロナに伴い一部の
プログラムを除きスポーツ教室
やふれあいひろば（現わくわく
くらぶ）を開催した。 

  

２ スポーツによる町のにぎわいづくり  

№ 事業名 事業概要 
新規 
継続 

令和３年度 結果 

１ 
スポーツ大会
の開催事業 

実行委員会によって行われる
ミニ・マラソン大会及び町民
体育大会の補助を行う。 

継続 
町民体育大会は新型コロナによ
り中止した。 

２ 
愛知駅伝への
参加・支援事
業 

愛・地球博記念愛知県市町村
対抗駅伝競走大会に豊山町代
表選手を編成して出場する。 

継続 
記録会を７月４日、１８日に開催
したが、その後、新型コロナによ
り大会中止が決定された。 

３ 
体育協会補助
金事業 

体力向上と健全な体育振興を
図り、健康なまちづくりに寄
与する体育協会の補助を行
う。 

継続 体育協会に補助金を交付した。 

４ 
少年野球教室
事業 

人材育成のため、小中学生を
対象とした野球教室を開催す
る。 

継続 新型コロナにより中止した。 

  

３ スポーツ施設・環境整備の推進  

№ 事業名 事業概要 
新規 
継続 

令和３年度 結果 

１ 
豊山グランド
維持管理事業 

豊山グランドの維持管理を行
う。 

継続 
新型コロナのため、国や県のガイ
ドラインに沿った対応を徹底し、
事業を継続した。 

２ 
豊山スカイプ
ール維持管理
事業 

豊山スカイプールの運営、施
設設備維持管理を、一括して
地方自治法第２４４条の２第
３項に基づく指定管理者制度
により行う。 

継続 
新型コロナのため、令和２年度に
引き続き休場とした。 

３ 
スポーツ施設
維持管理事業 

各スポーツ施設等（志水テニ
スコート、東部・青山ゲート
ボール場、伊勢山スポーツ広
場、志水ふれあい広場）の維
持管理を行う。 

継続 
新型コロナのための対策を講じ
ながら貸館業務を実施した。 

  



【議題（４）】令和４年度豊山町生涯学習のまちづくり実施計画の進捗

状況について 
 

１ 令和４年度実施計画方針 

 

「豊山町生涯学習のまちづくり基本構想・基本計画（第３期）」の施策の体系に

基づいて様々な生涯学習実施計画関連事業を実施し、町民に多様な学習機会を提

供する。 

また、令和４年度に町制施行５０周年を迎えることから、引き続き、記念事業

の方針に沿った事業内容とする。 

未だ収束が見えない新型コロナウイルスの感染状況の影響により、町民の行動

が制約され続けている。健康面への影響や生活様式の変化等に対し、生涯学習（社

会教育、家庭教育、学校教育）の観点から果たすべき役割を認識し、また、ＷＩ

ＴＨコロナ、ＡＦＴＥＲコロナを見据え各種事業を推進する。 

 

２ 第３期計画の施策の体系 

 

第３期計画のテーマ 

「いつでも」「どこでも」「だれでも」学べる 

人が輝く生きがいタウン 

 

基本目標 施策 
R4 年度 

事業数 

１ 生涯学習活動の推進 
１ 学ぶ機会の充実 ３ 

２ 社会教育施設の整備・充実 ５ 

２ 家庭教育支援の充実 

１ 家庭の教育力向上の支援 ２ 

２ 地域の教育力向上への支援 １ 

３ 子どもの豊かな心を育む学習支援 ２ 

３ 芸術・文化の充実 
１ 芸術･文化活動の推進 ２ 

２ 文化財・郷土資料の保存・活用 ２ 

４ スポーツの充実 

１ スポーツに関わる機会の創出 ２ 

２ スポーツによる町のにぎわいづくり ４ 

３ スポーツ施設・環境整備の推進 ３ 

５ その他   ５ 

 

 

 



３ 実施計画 

 

基本目標１ 生涯学習活動の推進  

１ 学ぶ機会の充実  

№ 事業名 事業概要 
事業
区分 

令和４年度 進捗状況 

１ 

学習ニーズに対
応した学習プロ
グラムの提供事
業 

町全体での生涯学習活動の推
進を図るため、生涯学習推進
審議会を設置し、運営の支援
を行う。 

継続 
８月３１日に第１回生涯学
習推進審議会を開催。 

生涯学習活動に関する情報を
提供するため、生涯学習情報
誌「生きがいタウン」を年２
回（４月、９月）発行する。 

継続 

４月に「生きがいタウン（前
期）」を発行し、公共施設、
町内スーパー等に設置・配
布した。「生きがいタウン
（後期）」は９月に発行す
る。 

２ 

生涯学習関係団
体・機関との連
携による講座の
開設事業 

町民の自発的な学習意欲を高
めるために、子どもから高齢
者までライフステージにあっ
た生涯学習講座を開催する。 

継続 

「苔玉づくり」や「ＬＩＮＥ
講座」など住民ニーズに合
わせた講座を開催してい
る。 

３ 
生涯学習ボラン
ティアの養成事
業 

生涯学習ボランティアバンク
の利用促進などにより、学習
した知識や技術を地域活動参
画や社会貢献に活かせるよう
学びの循環作りを行う。 

継続 
「生きがいタウン」にボラ
ンティアバンクを掲載 

  

２ 社会教育施設の整備・充実  

№ 事業名 事業概要 
事業
区分 

令和４年度 進捗状況 

１ 
社会教育センタ
ー管理一般事業 

社会教育センターの運営にか
かる一般管理事務を行う。 

継続 
新型コロナ対策のため、利
用制限を設けながら貸館業
務を実施している。 

２ 
図書室整備運営
事業 

町民の読書への関心と書物へ
の興味を深めるため、読書サ
ークルやボランティア団体に
よるおはなし会、親子読書会
などの事業を推進する。 

継続 
読み聞かせボランティアグ
ループによる「おはなし会」
を毎月開催している。 

町民の読書意欲の増進と自己
教育の実現を図るため、図書
資料の収集、整理及び貸出し
等を行う。 

継続 
毎月 100 冊前後の新着資料
を購入し、適切に図書室運
営を行っている。 

３ 
学習等供用施設
維持管理事業 

各学習等供用施設（東部、冨
士、新栄）の運営管理を、一
括して地方自治法第２４４条
の２第３項に基づく指定管理
者制度により行う。 

継続 
新型コロナのため、利用制
限を設けながら貸館業務を
実施している。 

４ 
施設予約システ
ムの整備事業 

施設予約システムの運用を行
う。 

継続 

利用状況確認、利用の仮予
約を実施している。本年 10
月より６か月前の利用につ
いてオンライン抽選制度の
導入を行う。 

５ 
新型コロナウイ
ルス感染症対策
事業 

新型コロナウイルス感染症拡
大の防止のため、消毒用洗剤
の購入等を行う。 

継続 

新型コロナのための必要な
物品の購入し対策を務める
とともに、施設の換気の徹
底、利用者への協力依頼を
求めている。 



基本目標２ 家庭教育支援の充実  

１ 家庭の教育力向上の支援  

№ 事業名 事業概要 
事業
区分 

令和４年度 進捗状況 

１ 
家族ふれあい事
業 

乳幼児学級、子ども体験講
座、家族ふれあいコンサー
ト、家族芸術劇場等のイベン
トを行い、家族でふれあう機
会を設けるとともに、子育
て、家庭教育の充実を図る。 

継続 

５月にお子さんと保護者が
一緒に楽しめる「ぴよぴよ
コンサート」、６月に本格的
な児童劇「家族芸術劇場」、
７月に子育てに役立つ講演
会「乳幼児学級」を開催し
た。引き続き各種講座等を
開催予定。 

２ 
家庭教育講演会
事業 

家庭教育の重要性の普及、啓
発を図るため、小中学校の児
童・生徒を持つ保護者を対象
に、家庭・地域での教育力向
上を啓発し、その実践を促進
する講演会、相談事業を開催
する。 

継続 

令和５年１月中旬～２月上
旬頃に開催予定。今回はス
マホの適正な利用方法や家
庭でのルール作りをテーマ
に講演を予定している。 

  

２ 地域の教育力向上への支援  

№ 事業名 事業概要 
事業
区分 

令和４年度 進捗状況 

１ 

総合型地域スポ
ーツ・文化クラ
ブ事業 
（わくわくくら
ぶ） 
 

子どもたちと保護者や家族・
地域の大人たちが参加できる
多世代参加型事業。ボランテ
ィアによる指導者のもと多様
な文化・スポーツ教室を提供
する。令和４年度より事業名
称を「ふれあいひろば」から
「わくわくくらぶ」に改称す
る。 

継続 
名称
変更 

今年度から「アレンジフラ
ワー」を新たに追加し、土曜
日の子どもの居場所作りの
拡充を図っている。 

  

３ 子どもの豊かな心を育む学習支援  

№ 事業名 事業概要 
事業
区分 

令和４年度 進捗状況 

１ 
青少年育成団体
活動費助成事業 

青少年健全育成に寄与する団
体に対し、活動費等の補助を
行う。 

継続 
スポーツ少年団に補助金を
交付した。 

２ 
青少年生活指導
事業 

教育、福祉、防犯等、各関係
団体の連携協力のもと、豊山
町青少年育成会議を設置し、
その参加団体による町内巡回
パトロールを行うとともに、
小中学校の生徒指導推進事業
を支援する。 

継続 

第１回青少年育成会議を７
月４日に開催し、巡回指導、
合同街頭指導を７月１５日
から実施している。 
今年度は成年年齢引下げに
より若者から消費者被害を
防ぐための啓発チラシを作
成し、配布した。 

  



基本目標３ 芸術・文化の充実  

１ 芸術･文化活動の推進  

№ 事業名 事業概要 
事業
区分 

令和４年度 進捗状況 

１ 

文化振興事業、
お昼のときめき
コンサートの充
実事業 

町制施行５０周年記念事業に
併せて町民参加型の音楽会を
開催する。プロの演奏により
本物の音楽に触れるととも
に、町民も一緒に演奏できる
機会を設定する。 

拡充 
来年２月の開催に向け、準
備している。 

気軽に音楽芸術にふれる機会
を提供するため、クラシック
を中心にしたミニコンサート
を行う。 

継続 

観客間の距離を空ける等の
新型コロナ対策を講じて５
月と８月に開催した。８月
は人気が高いジャズライブ
を開催した。 

２ 
芸術・文化団体
への支援事業 

文化振興に寄与する団体、文
化活動団体に対し補助を行
う。 

継続 
文化協会、小中学校ＰＴＡ
に補助金を交付した。 

  

２ 文化財・郷土資料の保存・活用  

№ 事業名 事業概要 
事業
区分 

令和４年度 進捗状況 

１ 
文化財の保存・
活用事業 

教育委員会の諮問に応じて文
化財の保存及び活用に関する
重要事項について調査審議を
求めるため文化財保護審議会
を開催する。 

継続 
文化財保護審議会を年度末
に開催予定。 

町指定文化財の適切な保存管
理を図る所有者・継承団体や文
化財に対する理解、愛護思想、
郷土愛の育成を図るための活
動団体に対し奨励交付金及び
補助金を交付する。 

継続 
年度末に町内指定文化財に
対し、奨励交付金を交付す
る。 

２ 
郷土資料室の再
生事業 

３月にリニューアルオープン
する郷土資料室にて、町制５０
周年記念事業として、昔と現在
の街並みを比較した写真パネ
ル展などの企画展を開催する。 

拡充 

４月に町制 50周年を記念し
特別企画展「豊山今昔写真
展」を開催した。また、８月
は毎年開催している「戦争
と平和展」を企画し、戦争の
悲惨さと平和への願いを訴
えた。 

 

  



基本目標４ スポーツの充実  

１ スポーツに関わる機会の創出  

№ 事業名 事業概要 
事業
区分 

令和４年度 進捗状況 

１ 
指導者の育成支
援事業 

社会体育・スポーツ振興のた
め、スポーツ推進委員の設置、
活動支援を行う。また、多世代
参加の生涯スポーツの普及促
進、町民が主体となるスポーツ
振興活動を支援する。 

継続 

スポーツ推進委員定例会を
毎月初旬に開催し、生涯ス
ポーツ等について意見を交
わした。 

２ 
総合型地域スポ
ーツ・文化クラ
ブ運営事業 

小さな子どもからお年寄りま
で、初心者からトップレベルの
方までなど様々な人たちが参
加できる「多種目・ 多世代・ 多
志向」の文化・スポーツ教室を
提供する。 

継続 

前期は幼児体操教室（４・
５歳児向け）を新たに追加
し事業を実施している。 
後期はさらにユニバーサル
スポーツ教室を追加し、今
年度は全 26 プログラムを
実施する。 

  

２ スポーツによる町のにぎわいづくり  

№ 事業名 事業概要 
事業
区分 

令和４年度 進捗状況 

１ 
スポーツ大会の
開催事業 

実行委員会によって行われる
ミニ・マラソン大会及び町民体
育大会の補助を行う。 

継続 
町民体育大会は新型コロナ
により中止した。 

２ 
愛知駅伝への参
加・支援事業 

愛・地球博記念愛知県市町村対
抗駅伝競走大会（1/14）に豊山
町代表選手を編成して出場す
る。 

継続 
選手選考記録会を９月１０
日、１０月１０日に開催予
定。 

３ 
体育協会補助金
事業 

体力向上と健全な体育振興を
図り、健康なまちづくりに寄与
する体育協会の補助を行う。 

継続 
体育協会に補助金を交付し
た。 

４ 
少年野球教室事
業 

人材育成のため、小中学生を対
象とした野球教室を開催する。 

継続 １２月４日に開催予定。 

  

３ スポーツ施設・環境整備の推進  

№ 事業名 事業概要 
事業
区分 

令和４年度 進捗状況 

１ 
豊山グランド維
持管理事業 

豊山グランドの維持管理を行
う。 

継続 
新型コロナ対策のため、利
用制限を設けながら貸館業
務を実施している。 

２ 
豊山スカイプー
ル維持管理事業 

豊山スカイプールの運営、施
設設備維持管理を、一括して
地方自治法第２４４条の２第
３項に基づく指定管理者制度
により行う。 

継続 
新型コロナ及び熱中症対策
を行いながら７月２日より
開場している。 

３ 
スポーツ施設維
持管理事業 

各スポーツ施設等（志水テニ
スコート、東部・青山ゲート
ボール場、伊勢山スポーツ広
場、志水ふれあい広場）の維
持管理を行う。 

継続 
新型コロナ対策のため、利
用制限を設けながら貸館業
務を実施している。 

  



【報告（１）】令和４年度社会教育委員研修会について 
 

月日 行事名 会場 

５月１８日（月） 
愛知県社会教育委員連絡協議会東尾張支部

総会・講演会 
オンラインで実施 

５月２８日（金） 愛知県公民館連合会東尾張支部総会 書面開催 

６月 １日（水） 愛知県公民館連合会総会 
へきしんギャラクシー

プラザ 

６月 ３日（金） 
愛知県社会教育委員連絡協議会総会・評議

員会 

へきしんギャラクシー

プラザ 

１０月１３日（木）   

１４日（金） 

第５３回東海北陸社会教育研究大会愛知大

会 

〇社会教育委員７人 

※会場参加とオンライン参加のハイブリッ

ト形式で開催予定。 

宣言等が発令された場合は、オンライン開

催 

東海市芸術劇場 

２月 ２日（水） 愛知県公民館連合会東尾張支部研究発表会 書面開催 

 

 


